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秋
田
ア
グ
リ
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

育
成
研
修
生
を
募
集

　

新
規
就
農
や
新
規
部
門
開
始
に

必
要
な
技
術
を
身
に
付
け
た
い
方

へ
の
研
修
を
行
い

ま
す
。
詳
細
は
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

期
間　
令
和
６
年
４
月
か
ら
２
年
間

申
し
込
み　
10
月
６
日
㈮
ま
で
に

山
本
地
域
振
興
局
農
業
振
興
普

及
課
に
備
え
る
申
込
書
類
を
市

農
業
振
興
課
へ
提
出

問
合
せ　
県
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
１
８・８
８
１・３
６
１
１

山
本
地
域
振
興
局
農
業
振
興
普

及
課　
　
　
　
☎
52・１
２
４
１

農
業
研
修
生
を
募
集

期
間　
令
和
６
年
４
月
か
ら
２
年
間

研
修
先　
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー

応
募
資
格　
研
修
修
了
後
、
市
内

で
の
就
農
が
確
実
と
見
込
ま
れ

る
原
則
50
歳
未
満
の
方

定
員　
３
人
程
度

申
し
込
み　
10
月
６
日
㈮
ま
で
に

　

農
業
振
興
課
と
農
業
技
術
セ
ン

　

タ
ー
に
備
え
る
研
修
申
込
書
を

　

提
出

問
合
せ　

　

農
業
振
興
課  

☎
89・２
１
８
３

　

農
業
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

  

☎
52・２
２
４
７

行
政
相
談
所
開
設

　

国
の
行
政
全
般
に
つ
い
て
の
苦

情
や
意
見
・
要
望
を
行
政
相
談
委

員
が
受
け
付
け
、
そ
の
解
決
や
実

現
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

日
時　
９
月
13
日
㈬

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　
本
庁
舎
会
議
室
２

行
政
相
談
委
員

　

鎌
田
耕
次
さ
ん
☎
52・９
５
３
１

問
合
せ　
行
政
苦
情
１
１
０
番

　

☎
０
５
７
０・０
９
０
１
１
０

※
通
話
料
が
か
か
り
ま
す
。

特
設
人
権
相
談
所
開
設

 

い
じ
め
、
虐
待
、
配
偶
者
や
パ
ー

ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、
近
隣
間
の

も
め
事
な
ど
に
人
権
擁
護
委
員
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時　
９
月
７
日
㈭

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所　
二
ツ
井
公
民
館

費
用　
無
料

問
合
せ　
法
務
局
能
代
支
局

　
　
　
　
　
　

☎
54・４
１
１
１

秋
田
県
町
村
会
事
務
局

職
員
採
用
試
験

 

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
確
認
い
た
だ
く
か

お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

応
募
資
格　
平
成
５
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
14
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
方
で
、
大
学
卒
業

ま
た
は
令
和
６
年
３
月
31
日
ま

で
に
卒
業
見
込
み
の
方

第
１
次
試
験
日　
10
月
22
日
㈰

場
所　
秋
田
県
市
町
村
会
館

受
付
期
間

　

９
月
１
日
㈮
〜
10
月
10
日
㈫

問
合
せ　
秋
田
県
町
村
会
総
務
課

　

☎
０
１
８・８
６
２・３
８
５
１

戦
没
者
遺
骨
の
身
元
特
定

の
た
め
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
を

行
っ
て
い
ま
す

 

厚
生
労
働
省
で
は
、
遺
留
品
な

ど
の
手
掛
か
り
の
な
い
戦
没
者
遺

骨
の
身
元
特
定
の
た
め
の
Ｄ
Ｎ
Ａ

鑑
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
希
望

の
方
は
、
左
記
宛
て
に
申
請
書
を

ご
請
求
く
だ
さ
い
。

※

申
請
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
対
象
地
域

硫
黄
島
、
イ
ン
ド
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
、
沖
縄
、
樺
太
、
旧
ソ
連

等
、
タ
イ
、
中
部
太
平
洋
地
域
、

東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
ノ
モ
ン

ハ
ン
、
ビ
ス
マ
ー
ク
・
ソ
ロ
モ

ン
諸
島
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ミ
ャ

ン
マ
ー

請
求
・
問
合
せ
先

厚
生
労
働
省
社
会
・
援
護
局
事
業

課　

戦
没
者
遺
骨
鑑
定
推
進
室

☎
０
３・３
５
９
５・２
２
１
９

 今、注目を浴びている洋上風力発電。多くの方
が見学や視察に訪れています。新たな観光コンテ
ンツとして多くの方に知っていただくため、養成
講座を実施します。
●第１回　９月21日㈭午前10時～午後４時
               　　22日㈮午前９時～午後４時
　いずれも　本庁舎会議室８
●第２回　９月28日㈭午前10時～午後４時
　　　　　　　29日㈮午前９時～午後４時
　いずれも　サンピノ
※第１回、第２回とも内容は同じです。
※船からの展望を含む現地研修があります。
定員　各10人　　費用　無料
申し込み　９月８日㈮までに電話で
問合せ　能代観光協会☎88－8802

　リチウムイオン電池は軽量で、高出力、大容量
という特徴から、スマートフォン、モバイルバッ
テリー、ラジコンなど幅広く使用されていますが、
機器の使用中や充電中に発火する事故が多く発生
しています。
　純正品やメーカー推奨の製品を購入し、充電器
は付属のものやメーカー指定品を使用しましょう。
　また、一般ごみや不燃ごみに混ぜて捨てられる
ことにより、収集車や処理施設で破裂による火災
も発生しています。リチウムイオン電池を捨てる
際は、家電量販店などのリサイクル協力店に持ち
込みし、回収してもらいましょう。

問合せ　能代市消費生活センター☎89－2939
　　　　能代山本広域消防本部　☎52－3311

風力発電観光ガイド養成講座
受講者を募集しますリチウムイオン電池は正しく処分を！
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